
6次産業化を推進するプロ人材 

(A)「食」産業に従事する食の６次産業化プロデュー   
  サー予備軍（＝コア・ターゲット） 
 
 

(B)「食」産業に従事することを希望し、将来の 
  食の6次産業化プロデューサーの候補となる学生、 
  求職者 

①プレイヤー ②支援スタッフ 

事業主 法人スタッフ  
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(C)「食」産業以外の周辺分野か    
  らの新規参入者 
 
異業種の事業主・スタッフ 
コンサル 

 
ex.中小企業経営 

IT 
観光（交通・宿泊） 

地域振興 

食の６次産業化プロデューサーのターゲット 

３ 



「わかる」と「できる」の評価の考え方 

レベル 「わかる」 「できる」 

４以上 ― 「継続年数」と「事業成果」の評価 

３ 

 
 
 
 
 
①認証された育成プログラムの 
 履修  ＋ 
②既存の資格・認定の取得による 
 代替評価 
 
 

①「継続年数」・「事業成果」の評価 
       ＋ 
②既存の資格・認定の取得による 
 代替評価（実務能力や経験年数を 

 評価しているものに限る。） 

２ 「継続年数」・「経験内容」・の評価 

１ 
認証された育成プログラム内の実習・
演習による代替評価 

プログラムの修了証、 

資格の取得証明書によ
る書面審査 

６次産業化で「経験」と
「成果」があるとはどう
いうことかを指標化 

⇒指標に基づき第三者
が評価 

既存の仕組みを活用 

新規作成 

４ 


